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も く じ ／通巻170号

　国際ろう者スポーツ委員会（ＩＣＳＤ）の主催で４年に１度開催される世界的な規
模のきこえない・きこえにくい人のための総合スポーツ競技大会です。東京 2025 デフ
リンピックは、100 周年の記念すべき大会であり、夏季・冬季含めて、日本初開催とな
ります。
　デフ（Deaf）とは英語で「耳がきこえない」という意味で、コミュニケーションは
国際手話により行われ、オリンピックとほぼ同じルールで実施されます。

「東京２０２５デフリンピック」開催について

デフリンピック　全日本ろうあ連盟スポーツ委員会
二次元コード

①「手」
・デフコミュニティの代表的なシンボル
　である「手」を表現
・デフリンピックを通して、競技と話題に
　「触れて」欲しいという想いを込めた。

②「輪」
デフリンピックに「触れた」ことで、少しずつ
お互いに交流やコミュニティが「輪」のように
繋がっていくことを表現

③「花」
・輪が広がった先には、「新たな未来の
　花が咲いていくという意味を込めた。
・桜の花弁をモチーフ

④「色」
世界中から沢山の人々が集まる大会
なので、赤、黄、青、緑の色で
多様性を表現

大会期間：2025年 11月 15日～ 26日（12日間）

大会エンブレム
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ほん号の内容 

１頁から５頁。東京２０２５デフリンピック開催について。 

６頁から８頁。福岡県からのお知らせ。 

８頁。ほんだな。 

 

 

タイトル。東京２０２５デフリンピック開催について。 

 

 国際ろうしゃスポーツ委員会、ＩＣＳＤ、の主催で４年に１度開催される世界的な規模 

のきこえない、きこえにくいひとのための総合スポーツ競技大会です。東京 2025 デフリン

ピックは、100 周年の記念すべき大会であり、夏季、冬季、含めて、日本はつ開催となりま

す。 

 デフ、Ｄｅａｆ、とは英語で、耳がきこえないという意味で、コミュニケーションは国際

手話により行われ、オリンピックとほぼ同じルールで実施されます。 

大会期間は、２０２５年１１月１５日から２６日までの１２日間です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会のエンブレムを掲載しています。 

手はデフコミュニティの代表的なシンボルである、手を表現。 

デフリンピックをとおして、競技と話題に触れてほしいという想いを込めました。 

 

輪は、デフリンピックに触れたことで、少しずつお互いに交流やコミュニティが、輪のよう

に繋がっていくことを表現。 

 

花は、輪が広がった先には、新たな未来の花が、咲いていくという意味を込めました。 

桜の花弁をモチーフにしています。 

 

⾊は、世界中からたくさんの⼈々が集まる⼤会なので、⾚、きい、⻘、緑の⾊で、多様性を

表現。 

デフリンピック、全日本ろうあ連盟スポーツ委員会のホームページにうつる二次元コード

をつけています 

 

 

 

 



第
25
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会　

東
京
２
０
２
５

大会ビジョン

・�

デ
フ
ア
ス
リ
ー
ト
を
主
役
に
、
最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る

よ
う
大
会
準
備
を
進
め
、
そ
の
姿
を

通
じ
て
、
本
来
、
ス
ポ
ー
ツ
が
持
っ

て
い
る
素
晴
ら
し
さ
と
と
も
に
、
デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の

魅
力
や
価
値
を
発
信
し
、
普
及
・
啓

発
に
努
め
ま
す
。

・�

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
協
働
し
た
大

会
運
営
や
子
ど
も
た
ち
の
参
画
な

ど
、
多
様
な
視
点
を
大
切
に
し
た
大

会
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の

魅
力
や
価
値
を
伝
え

人
々
や
社
会
と
つ
な
ぐ

３
．�「
誰
も
が
個
性
を
活
か
し

　
　

力
を
発
揮
で
き
る
」

　
　

共
生
社
会
の
実
現

・�

大
会
を
通
じ
た
手
話
言
語
の
理
解
・

普
及
・
拡
大
な
ど
従
来
か
ら
の
情
報

保
障
の
推
進
・
強
化
に
加
え
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
、
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
等
の

開
発
、
社
会
へ
の
普
及
を
促
進
し
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
し
て
、
国
籍

や
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

誰
も
が
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

街
・
東
京
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、

世
界
と
の
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

・�

大
会
開
催
を
機
に
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
、
デ
フ

ス
ポ
ー
ツ
や
ろ
う
者
の
文
化
へ
の
理

解
を
促
進
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
と

な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
心
・
情
報
・
街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

・�

こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
通
し
て
、
互

い
の
違
い
を
認
め
、
尊
重
し
あ
い
、

誰
も
が
個
性
を
活
か
し
力
を
発
揮
で

き
る
共
生
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま

す
。

２
．
世
界
に
、
そ
し
て
未
来
に

つ
な
が
る
大
会
へ

1
デフスポーツの
魅力や価値を伝え
人々や社会とつなぐ

2
世界に、

そして未来に
つながる大会へ

3
“誰もが個性を活かし
力を発揮できる”
共生社会の実現
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第２５回夏季デフリンピック競技大会。東京２０２５。 

 

大会ビジョンは、１，デフスポーツの魅力や価値を伝え、人々や社会とつなぐ。 

２，世界にそして未来につながる大会へ。３，誰もが個性を活かし力を発揮できる、共生社

会の実現。 

 

１，デフスポーツの魅力や価値を伝え人々や社会とつなぐ。 

デフアスリートを主役に、最高のパフォーマンスを発揮できるよう大会準備を進め、その姿

を通じて、本来、スポーツが持っている素晴らしさとともに、デフリンピックやデフスポー

ツの魅力や価値を発信し、普及・啓発に努めます。 

また、あらゆる人が協働した大会運営や子どもたちの参画など、多様な視点を大切にした大

会運営をめざします。 

 

２，世界にそして未来につながる大会へ。 

大会を通じた手話言語の理解、普及、拡大など従来からの情報保障の推進、強化に加え、デ

ジタル技術を活用した、新しいコミュニケーションツール等の開発、社会への普及を促進し

ます。 

このような取組を通して、国籍や障害のあるなしに関わらず、誰もが心を通わせることので

きる街、東京の魅力を感じてもらい、世界との絆を深めていきます。 

 

３，誰もが個性を活かし力を発揮できる、共生社会の実現。 

大会開催を機に、デフリンピック、ムーブメントとして、デフスポーツやろうしゃの文化へ

の理解を促進し、障害のあるひとと、ないひととのコミュニケーションや心、情報、街のバ

リアフリーをさらに推進します。 

 

このムーブメントを通して、互いの違いを認め、尊重しあい、誰もが個性を活かし力を発揮

できる共生社会づくりに貢献します。 

 

 

 



視
覚
的
保
障

（
音
や
審
判
の
合
図
が
き
こ
え
な

い
と
い
う
、
選
手
に
と
っ
て
不
利

な
状
況
を
視
覚
的
に
補
う
こ
と
）

●
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
陸
上

競
技
や
水
泳
競
技
の
ス
タ
ー
タ
ー

の
音
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
プ
を

使
っ
て
選
手
に
ス
タ
ー
ト
を
知
ら

せ
て
い
ま
す
。

●
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
で
は
、

審
判
が
笛
を
吹
く
と
と
も
に
、
旗

ま
た
は
片
手
を
あ
げ
る
こ
と
で
反

則
な
ど
が
起
き
た
こ
と
を
選
手
に

知
ら
せ
ま
す
。

●
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
覚
的
な

競
技
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
プ
な
ど

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

覚
的
な
工
夫
を
し
た
競
技
環
境
が

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
整
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
制
作
者
の
コ
メ
ン
ト
】

・�

人
々
の
繋
が
り
を
意
味
す
る
「
輪
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

・�

デ
ザ
イ
ン
で
は
、
デ
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
代
表
的
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「
手
」
を
表
し
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

通
し
て
競
技
と
話
題
に
触
れ
、
互
い

の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
「
輪
」

の
よ
う
に
繋
が
っ
た
先
に
は
、
新
た

な
未
来
の
花
が
咲
い
て
い
く
こ
と
を

表
現
。
花
は
桜
の
花
弁
を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
い
る
。

■使用の原則

エンブレムは白地にフルカラーで展開することを基本とします
エンブレムを正しく認識させるためには、他の要素と一定の間隔を設けることが重要であ
るため、提供するデータの余白を変更しないでください

大
会
エ
ン
ブ
レ
ム

み
ん
な
で
大
会
を

盛
り
上
げ
る

大
会
の
意
義
や
魅
力
を
伝
え
る

　

応
援
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
な
ど
を
通
じ
、

大
会
の
意
義
や
魅
力
を
伝
え
る
。
大
会

エ
ン
ブ
レ
ム
を
用
い
た
広
報
Ｐ
Ｒ
ツ
ー

ル
の
活
用
、
デ
フ
ア
ス
リ
ー
ト
と
子
供

た
ち
と
の
交
流
や
競
技
体
験
な
ど
、
大

会
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
組
を
幅
広
く

展
開
し
ま
す
。

　

多
く
の
都
民
・
国
民
に
大
会
に
参
画

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
歴
史
や
特
徴
、
魅
力
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
大
会
へ

の
関
心
を
高
め
る
取
組
を
幅
広
く
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
の
持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め
、
同
じ

く
２
０
２
５
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る

世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
と
も
、
相

乗
効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

提供：一般社団法人日本デフ陸上競技協会・一般社団法人日本デフ水泳協会・一般財団法人全日本ろうあ連盟
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視覚的保障とは、音や審判の合図がきこえないという、選手にとって不利な状況を視覚的に

補うことです。 

 

デフリンピックでは、陸上競技や水泳競技のスターターのおとは、フラッシュランプを使っ

て、選手にスタートを知らせています。 

 

サッカーやラグビーでは、審判が笛を吹くとともに、旗または片手をあげることで、反則な

どが起きたことを選手に知らせます。 

 

また、さまざまな視覚的な競技で、フラッシュランプなどを活用しています。 

 

このような、さまざまな視覚的な工夫をした、競技環境がデフリンピックでは、整えられて

います。 

 

大会エンブレム。 

制作者のコメントです。 

ひとびとの繋がりを意味する、輪をテーマとしている。 

デザインでは、デフコミュニティの代表的なシンボルである、手をあらわし、デフリンピッ

クをとおして、競技と話題に触れ、互いの交流やコミュニティが、輪のように繋がったさき

には、新たな未来の花が咲いていくことを表現。花は桜の花弁をモチーフとしている。 

 

みんなで大会を盛りあげる。 

大会の意義や魅力を伝える。 

 

応援アンバサダーなどをつうじ、大会の意義や魅力を伝える。大会エンブレムを用いた広報

ＰＲツールの活用、デフアスリートと子供たちとの交流や競技体験など、大会への関心を高

めるとりくみを幅広く展開します。 

多くの都⺠、国⺠に⼤会に参画してもらえるよう、デフリンピックの歴史や特徴、魅⼒など

をわかりやすく伝えるとともに、大会への関心を高める、とりくみを幅広く展開していきま

す。 

また、大会の持つメッセージなどを効果的に発信するため、同じく２０２５年に東京で開催

される世界陸上競技選手権大会とも、相乗効果を発揮しながら取り組んでいきます。 

 



共
生
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

　

ろ
う
者
の
文
化
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
デ
フ
ア
ス
リ
ー
ト
の
活

躍
や
ろ
う
者
の
社
会
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。

　

手
話
単
語
を
簡
単
に
学
べ
る
動
画
や

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
し
、
様
々
な

機
会
に
活
用
・
発
信
し
ま
す
。

　

大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
や
ろ

う
者
の
文
化
へ
の
理
解
を
促
進
さ
せ
、

障
が
い
の
あ
る
な
し
や
年
齢
な
ど
に

関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
互
い
の
違
い
を
認

め
、
尊
重
し
あ
う
社
会
へ
の
歩
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
の
輪
を
広
げ
る

競 

技 

数
：
21
競
技

　

競
技
団
体
、
区
市
町
村
、
当
事
者
団

体
な
ど
と
連
携
し
た
取
組
の
展
開
や
、

寄
附
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
参
画
し
、
大

会
の
成
功
に
向
け
、
関
係
団
体
や
区
市

町
村
な
ど
と
連
携
し
た
取
組
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
参

画
し
、
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
大
会

を
創
っ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

★　

陸
上

★　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

★　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

★　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

★　

ボ
ウ
リ
ン
グ

★　

自
転
車

　
　
（
ロ
ー
ド
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク 

）

★　

サ
ッ
カ
ー

★　

ゴ
ル
フ

★　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

★　

柔
道

★　

空
手

★　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

★　

射
撃

★　

水
泳

★　

卓
球

★　

テ
コ
ン
ド
ー

★　

テ
ニ
ス

★　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

★　

レ
ス
リ
ン
グ（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
・

　
　

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
）
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共生社会について考える。 

 

ろうしゃの文化を身近に感じてもらえるよう、デフアスリートの活躍や、ろうしゃの社会活

動を紹介します。 

 手話単語を簡単に学べる動画や、デフリンピックなどをテーマとしたハンドブックを制

作し、様々な機会に活用、発信します。 

 大会をつうじて、デフスポーツやろうしゃの文化への理解を促進させ、障害のあるなしや、

年齢などに関わらず、誰もが互いの違いを認め、尊重しあう社会への歩みを進めていきます。 

 

サポートの輪を広げる。 

 

競技団体、区市町村、当事者団体などと、連携したとりくみの展開や、寄附、クラウドファ

ンディングなど、より多くのひとびとが参画し、大会の成功に向け、関係団体や区市町村な

どと、連携したとりくみを展開するとともに、より多くのひとびとが参画し、みんなで力を

あわせて、大会をつくっていくための仕組みづくりを進めていきます。 

 

競技数は、２１競技です。 

陸上、バドミントン、バスケットボール、ビーチバレーボール、ボウリング、自転車 

ロード、マウンテンバイク、サッカー、ゴルフ、ハンドボール、柔道、空手、オリエンテー

リング、射撃、水泳、卓球、テコンドー、テニス、バレーボール、レスリング、フリースタ 

イル、グレコローマンです。 

 



東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
て

一
般
財
団
法
人
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

太
田
陽
介　

氏
�

月
刊
福
祉
５
月
号
掲
載

　

11
月
15
日
か
ら
26
日
に
、
東
京
都
を

は
じ
め
、
福
島
県
、
静
岡
県
の
各
競
技

会
場
で
、
21
種
の
競
技
が
行
わ
れ
ま

す
。
国
内
外
か
ら
選
手
の
家
族
た
ち
や

多
く
の
応
援
者
が
集
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
東
京
周
辺
の
ホ
テ
ル
や

交
通
機
関
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑

に
な
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ａ
Ｉ
通
訳
の
機

器
な
ど
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

外
国
の
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
る

国
際
空
港
や
交
通
機
関
お
よ
び
公
共
施

設
な
ど
の
利
用
に
は
、
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
よ
う
に
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
掲
示
、

英
語
の
電
光
掲
示
板
、
案
内
所
の
手

話
、
筆
記
に
よ
る
対
話
な
ど
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
な
ど
緊
急
時

に
状
況
や
避
難
な
ど
重
要
な
情
報
は
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
可
視
化
し
て
光
警
報
装

置
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト
）
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
緊
急
情
報
を
文
字
化
し

て
表
示
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
ま

す
。

　

デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
で
は
、
活
躍

す
る
選
手
た
ち
に
声
を
か
け
て
も
き
こ

え
な
い
た
め
、
国
旗
や
応
援
旗
な
ど
を

大
き
く
振
る
方
法
が
よ
く
見
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
各
競
技
会
場
が
ま
る
で
嵐

の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
見
え
て
、
視

覚
的
に
楽
し
く
観
戦
で
き
る
見
込
み
で

す
。

　

ま
た
、
競
技
の
勝
敗
や
メ
ダ
ル
決
定

な
ど
の
際
の
拍
手
の
音
が
選
手
に
は

届
か
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
頭
上
で
手

首
を
回
し
な
が
ら
、
手
の
ひ
ら
を
ヒ
ラ

ヒ
ラ
さ
せ
る
方
法
は
、
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
壁
を

越
え
て
喜
び
を
分
か
ち
合
う
体
感
が
で

き
る
瞬
間
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
会
を
通
し
て
真
の
共

生
社
会
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
今
後
も
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
に

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。
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東京２０２５デフリンピック開催に向けて。 

⼀般財団法⼈、全⽇本ろうあ連盟スポーツ委員会、委員⻑、太⽥陽介 氏。 

月刊福祉５月号掲載。 

 

１１月１５にちから２６にちに、東京都をはじめ、福島県、静岡県の各競技会場で、２１種

の競技が行われます。国内外から、選手の家族たちや多くの応援者が集まることが予想され

るため、東京周辺のホテルや、交通機関などのバリアフリーかとして、コミュニケーション

が円滑になる、リアルタイムＡＩ通訳の機器などの準備がすすめられています。 

 

外国の選手やスタッフを迎える、国際空港や交通機関、および公共施設などの利用には、ア

クセスしやすいように、ピクトグラム掲示、英語の電光掲示板、案内所の手話、筆記による

対話などを整備しています。また、災害など緊急時に、状況や避難など重要な情報は、アナ

ウンスをかしかして、ひかり警報装置、フラッシュライトを設置するとともに、緊急情報を

文字かして表示するように要請しています。 

デフスポーツの応援では、活躍する選手たちに、声をかけてもきこえないため、国旗や応援

ばたなどを、大きく振る方法がよく見られます。それは各競技会場が、まるで嵐のように盛

りあがって見えて、視覚的に楽しく観戦できる見込みです。 

 

また、競技の勝敗や、メダル決定などの際の拍手のおとが、選手には届かないので、代わり

に、ずじょうで、てくびを回しながら、手のひらをヒラヒラさせる方法は、会場が一体とな

って、コミュニケーションの壁を越えて、喜びを分かち合う体感ができる瞬間です。 

このような大会をとおして、しんの共生社会につなげることが重要であり、今後もデフスポ

ーツの応援にぜひ来てくださるよう願っています。 

 



お　

知　

ら　

せ

県
庁
な
ど
の
窓
口
で
遠
隔
手
話
通

訳
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す

　

県
庁
や
県
の
出
先
機
関
等
の
窓
口
で

は
、
手
話
を
必
要
と
す
る
来
庁
者
が
、

円
滑
に
意
思
疎
通
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
遠
隔
手
話
通
訳
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

来
庁
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
窓
口

に
設
置
さ
れ
た
二

次
元
コ
ー
ド
を
読

み
込
む
と
手
話
通

訳
者
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

民
間
事
業
者
に
よ
る
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
が

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す

　

令
和
６
年
４
月
１
日
に
改
正
障
害
者

差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
企
業
・
事
業
者
の
皆
さ
ん

が
法
の
趣
旨
を
正
し
く
理
解
し
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
現
場
で
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
研
修
や
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
す
。

　

県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
合

理
的
配
慮
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
動
画
を
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な

ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
研
修
会
や
学

習
会
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
、
様
々
な
機

会
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
二
次
元
コ
ー
ド

「
障
が
い
」
に
関
す
る
基
礎
知
識

や
合
理
的
配
慮
の
ポ
イ
ン
ト
を
お

伝
え
し
ま
す

　

企
業
・
事
業
所
が
主
催
す
る
研
修
会

等
に
、
障
が
い
者
差
別
解
消
専
門
相
談

員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、「
障
が
い
」

に
関
す
る
基
礎
知
識
や
合
理
的
配
慮
の

ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

■
日
時

　

�

平
日
・
土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を

除
く
）
10
時
～
20
時
ま
で

■
会
場

　

�

会
場
の
手
配
、
使
用
料
等
は
、
申
込

者
負
担

　

※
会
場
は
、
福
岡
県
内
限
り

　

※
座
学
形
式

■
講
師
派
遣
費
用

　

交
通
費
の
支
給
や
謝
礼
等
、
不
要

■
申
込
先

　

福
岡
県
障
が
い
者
差
別
解
消
専
門

　

相
談
窓
口

　

TEL
０
９
２-

６
４
３-

３
１
４
３

　

FAX
０
９
２-

６
４
３-

３
３
０
４

　

メ
ー
ル　

sabetsukaisyo@
�

pref.fukuoka.lg.jp

　

福
岡
県
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
タ
レ
ン
ト
発

掘
・
育
成
事
業
「
フ
ク
オ
カ
・
パ
ラ
ス

タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
障
が
い
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
本
県
か
ら
世
界
で

活
躍
す
る
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
輩
出
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

と
、
未
来
の
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
発
掘

す
る
測
定
会
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
】

　

�

障
が
い
の
あ
る
人
と
そ
の
ご
家
族
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
人

が
、
様
々
な
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

で
き
る
場
で
す
。

■
日
程

　

令
和
７
年
９
月
７
日
（
日
）

■
会
場

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
（
春
日
市
原
町
３
丁
目
１
番
７
号
）

「
フ
ク
オ
カ
・
パ
ラ
ス

タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（F
-S

T
A

R

）」
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
・
発

掘
プ
ロ
グ
ラ
ム
測
定
会
を
実
施
し
ま
す
！
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福岡県からのお知らせです。 

 

県庁などの窓口で、遠隔手話通訳サービスを行っています。 

県庁や県のでさき機関等の窓口では、手話を必要とする来庁者が、円滑に意思疎通を行うこ

とができるよう、遠隔手話通訳を行っています。 

来庁者のスマートフォンで、窓口に設置された二次元コードを読み込むと、手話通訳者につ

ながります。詳しくは、県ホームページ、二次元コードをご覧ください。 

 

⺠間事業者による、障がいのあるひとへの、合理的配慮の提供が義務化されています。 

令和６年４⽉ついたちに、改正、障害者差別解消法が施⾏され、⺠間事業者による合理的配

慮が義務化されています。企業、事業者の皆さんが法の趣旨を正しく理解し、サービス提供

の現場で適切な対応ができるよう、研修や仕組みづくりが必要です。 

県では、障がいのあるひとへの合理的配慮ガイドブックや、動画を県ホームページや、ユー

チューブなどで公開しています。研修会や学習会、啓発イベント等、様々な機会でぜひご活

用ください。 

 

障がいに関する基礎知識や、合理的配慮のポイントをお伝えします。 

企業、事業所が主催する研修会等に、障がいしゃ差別解消専門相談員が、講師として出向き、

障がいに関する基礎知識や合理的配慮のポイントをお伝えします。 

日時は、平日、土日、祝日、年末年始を除く。１０時から２０時までです。 

会場は、会場の手配、使用料等は、申込者負担です。 

会場は、福岡県内限り。 

座学形式。 

講師派遣費用は、交通費の支給や謝礼等、不要です。 

申込先は、福岡県障がいしゃ差別解消専門相談窓口。 

電話番号は、０９２、６４３、３１４３。 

ファックス番号は、０９２、６４３、３３０４。 

メールアドレスは、sabetsukaisyo アットマーク pref ドット fukuoka ドット lg 

ドット jp 

 

 

 

 

 

フクオカ、パラスター、プロジェクト、F、STAR。パラスポーツ体験会、発掘プログラム測

定会を実施します。 

福岡県パラスポーツタレント発掘、育成事業、フクオカ、パラスター、プロジェクトは、障

がいのあるひとを対象に、本県から世界で活躍するパラアスリートを、輩出することを目的

に実施しています。 

このたび、パラスポーツ体験会と、未来のパラアスリートを発掘する、測定会を実施します。

皆様のご参加をお待ちしています。 

 

パラスポーツ体験会。 

障がいのあるひとと、そのご家族、パラスポーツに興味のあるひとが、さまざまなパラスポ

ーツを体験できるばです。 

日程は、令和７年９月なのか。日曜日。 

会場は、クローバープラザ。住所は、春日市原町３丁目１番７号 

 



■
内
容

　

�
①�
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
体
験
（
車
い

す
テ
ニ
ス
、
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
な

ど
）

　

②�

握
力
や
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
の
体
力

測
定

■
申
込
方
法
・
参
加
費

　

申
込
不
要
・
無
料

■
二
次
元
コ
ー
ド

　

�

詳
細
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.f

ーpsa.jp/
�

events/detail/300

【
未
来
の
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
発
掘
す

る
測
定
会
】

　

�

小
学
６
年
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
人

を
対
象
に
、
測
定
会
（
１
次
選
考
）

と
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
程

　

�

令
和
７
年

　

10
月
11
日
（
土
）

■
会
場

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
（
春
日
市
原
町
３
丁
目
１
番
７
号
）

■
内
容

　

�

20
ｍ
走
、
ボ
ー
ル
投
げ
、
握
力
な
ど

の
基
礎
体
力
測
定

■
申
込
方
法
・
参
加
費

　

�

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

無
料

■
申
込
二
次
元
コ
ー
ド

　

https://w
w
w
.f-psa.jp/

�
events/detail/311

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

一
般
社
団
法
人
福
岡
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会

　

TEL
０
９
２-

５
８
２-
５
２
２
３

　

FAX
０
９
２-

５
８
２-

５
２
２
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�
https://w

w
w
.f-psa.jp

ま
ご
こ
ろ
ア
ー
ト

　
　

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ

　
　
　
　

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
事
業

　

県
で
は
、
文
化
芸
術
活
動
を
通
じ
て

障
が
い
の
あ
る
人
の
収
入
向
上
・
社
会

参
加
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
持
っ
て
い
る
多
様
な
能

力
・
才
能
に
触
れ
る
機
会
を
県
民
に
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
障
が
い
の
あ

る
人
の
ア
ー
ト
作
品
（
ま
ご
こ
ろ
ア
ー

ト
）
の
レ
プ
リ
カ
及
び
画
像
デ
ー
タ
を

有
料
で
レ
ン
タ
ル
・
販
売
し
、
そ
の
料

金
の
一
部
（
30
％
）
を
制
作
者
へ
還
元

す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ン
タ
ル
作
品
の
一
部
は
、

県
庁
舎
（
１
階
ロ
ビ
ー
や
各
階
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
）
や
県
有
施
設
（
も

も
ち
文
化
セ
ン
タ
ー
や
九
州
芸
文
館

な
ど
）
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
お
立
ち

寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
ご
こ
ろ
ア
ー

ト
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｙ
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
（https://fukuoka-artrental.org/

）
　

県
で
は
、
一
般
の
企
業
等
で
働
き
た

い
障
が
い
の
あ
る
人
と
、
障
が
い
の
あ

る
人
を
雇
用
す
る
、
ま
た
は
雇
用
を
検

討
し
て
い
る
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、

相
談
か
ら
職
業
紹
介
、
就
職
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
「
職
業
紹
介
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

利
用
料
は
無
料
で
す
。
ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://fukuokapref-navi.jp/

■
二
次
元
コ
ー
ド

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

事
務
局
（
株
式
会
社
綜
合
キ
ャ
リ
ア

ト
ラ
ス
ト
）

　

TEL
０
９
２-

７
３
３

　
　

-

３
９
２
５

　

FAX
０
９
２-

７
３
３

　
　

-

３
９
２
６

「
福
岡
県
障
が
い
者
雇
用
開
拓
事

業
」
に
つ
い
て
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７頁 

 

内容は、１，パラスポーツ競技体験。車いすテニス、ゴールボールなどです。２，握力やボ

ール投げなどの体力測定です。 

申込方法、参加費は、申込不要、無料です。 

詳細はさき、二次元コードをご覧ください。 

https コロン スラッシュ スラッシュ www ドット f ハイフン psa ドット jp 

スラッシュ events スラッシュ detail スラッシュ 300 

 

未来のパラアスリートを発掘する測定会。 

 小学６年以上の障がいのあるひとを対象に、測定会、１次選考と相談会を実施します。 

日程は、令和７年 10 月 11 日土曜日 

会場は、クローバープラザ。住所は、春日市原町３丁目１番７号 

内容は、20 メートルそう、ボール投げ、握力などの基礎体力測定。 

申込方法、参加費は、無料。さき二次元コードをご覧ください。 

https コロン スラッシュ スラッシュ www ドット f ハイフン psa ドット jp 

スラッシュ events スラッシュ detail スラッシュ 311 

問い合わせ先は、一般社団法人福岡県障がいしゃスポーツ協会 

電話番号は、０９２、５８２、５２２３。 

ファックス番号は、０９２、５８２、５２２８。 

ホームページ、https コロン スラッシュ スラッシュ www ドット f ハイフン psa 

ドット jp 

 

まごころアート、ＦＵＫＵＯＫＡ、ＧＡＬＬＥＲＹ事業。 

県では、文化芸術活動をつうじて、障がいのあるひとの収入向上、社会参加を推進するとと

もに、障がいのあるひとが、持っている多様な能力、才能に触れる機会を、県⺠に提供する

ことを目的に、障がいのあるかたのアート作品、まごころアートのレプリカ、及び画像デー

タを有料でレンタル、販売し、その料金の一部、30 パーセントを制作者へ還元する、とり

くみを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

また、レンタル作品の一部は、県庁舎、１階ロビーや各階エレベーターホールや、県有施設、

ももち文化センターや九州芸文館などで展示しています。お立ち寄りの際は、ぜひお楽しみ

ください。 

詳細については、まごころアート、ＦＵＫＵＯＫＡ ＧＡＬＬＥＲＹ事業、ホームページを

ご覧ください。 

https コロン スラッシュ スラッシュ fukuoka ハイフン artrental ドット org 

スラッシュ。 

福岡県障がいしゃ雇用開拓事業について。 

県では、一般の企業等で働きたい、障がいのあるひとと、障がいのあるひとを雇用する、ま

たは、雇用を検討している企業を支援するため、相談から職業紹介、就職後のフォローアッ

プまで、ワンストップで行う、職業紹介事業を実施しています。 

 利用料は無料です。まずはお気軽にご相談ください。 

事業ホームページ。 

https コロン スラッシュ スラッシュ fukuokapref ハイフン navi ドット jp スラ

ッシュ 

問い合わせ先は、事務局、株式会社綜合キャリアトラスト。 

電話番号は、０９２、７３３、３９２５。 

ファックス番号は、０９２、７３３、３９２６。 

 



　

県
で
は
、
県
の
施
策
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
各
戸
配
布
広

報
紙
「
福
岡
県
だ
よ
り
」
の
録
音
版
・

点
字
版
や
、
県
の
魅
力
な
ど
を
掲
載
し

た
グ
ラ
フ
誌
「
グ
ラ
フ
ふ
く
お
か
」
の

点
字
版
「
点
字
ふ
く
お
か
」
な
ど
、
障

が
い
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
次

の
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
「
福
岡
県
だ
よ
り
」
録
音
版

�

（
年
６
回
発
行
）

〇
形　

態

　

音
声
Ｃ
Ｄ
版

　

Ｃ
Ｄ
デ
イ
ジ
ー
版

�

（
読
取
専
用
機
が
必
要
）

〇
申
込
先

　

福
岡
点
字
図
書
館

　

ＴＥＬ
０
９
２-

５
８
４-

３
５
９
０

　

ＦＡＸ
０
９
２-

５
８
４-

１
１
０
１

■
「
福
岡
県
だ
よ
り
」
点
字
版

�

（
年
６
回
発
行
）

■
「
点
字
ふ
く
お
か
」

�

（
年
４
回
発
行
）

〇
申
込
先

　

福
岡
県
盲
人
協
会

　

ＴＥＬ
０
９
２-

９
２
３-

６
３
３
６

　

ＦＡＸ
０
９
２-

９
２
３-

６
３
３
９

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
岡
県 

県
民
情
報
広
報
課　

広
報
係

　

ＴＥＬ
０
９
２-

６
４
３-

３
１
０
２

　

ＦＡＸ
０
９
２-

６
３
２-

５
３
３
１

障
が
い
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
県

広
報
の
ご
案
内

　

福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
に

関
す
る
図
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
閲
覧
・
貸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
利
用
時
間　

９
時
～
17
時

●�

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
・
第
４
月
曜
日
は
除
く
）

●
貸　

出　

図
書
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

合
計
10
点
ま
で

※�

貸
出
の
際
は
、
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

※�

遠
方
の
方
や
外
出
が
困
難
な
方
の
た

め
に
配
送
で
の
貸
出
返
却
も
行
っ
て

い
ま
す
。（
送
料
実
費
負
担
）

●
貸
出
期
間　

２
週
間
以
内

ほ
ん
だ
な

●
問
合
わ
せ
先　

福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
１
６-

０
８
０
４

春
日
市
原
町
３
丁
目
１
番
地
７

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
２
階

　

ＴＥＬ　

０
９
２-

５
８
４-

３
３
３
０

　

ＦＡＸ　

０
９
２-

５
８
４-

３
３
１
９

　

視
覚
障
が
い
が
あ
る
10
名
の

〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
〟
！
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
め
ざ
す
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
講
師
の
方
も
視
覚

障
が
い
者
で
す
。
箏
・
三
味
線
の
お

師
匠
さ
ん
、
定
期
演
奏
会
も
。
78
歳

で
博
士
号
80
歳
で
登
山
…
な
ど
、
10

名
の
〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
〟。
健
常

者
に
も
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
体
験
し
た
30
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
何
か
、

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
と
は
何
を

指
す
の
か
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ど
の
よ
う

な
環
境
整
備
を
企
業
は
求
め
ら
れ

る
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
障
害
者
差

別
解
消
法
の
内
容
と
同
法
へ
の
実

務
対
応
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
感
動
し
た

驚
き
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

　
　
　
　

村
山　

茂　

著

　
　
　
　

出
版
：
ご
ま
書
房
新
社

障
害
者
差
別
解

消
法
と
実
務
対

応
が
わ
か
る
本

　
　
　
　

水
田　

進　

著

　
　
　
　

出
版
：
中
央
経
済
社
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ガイドヘルパーが感動した、驚きのチャレンジ精神。 

 むらやま しげる。 著。出版は、ごま書房新社。 

視覚障がいがある、１０名のチャレンジ。パラリンピックをめざす、マラソンランナー。パ

ソコン教室、講師のかたも、視覚障がいしゃです。こと、しゃみせんのお師匠さん、定期演

奏会も。７８歳で博士号。８０歳で登山など、１０名のチャレンジャー。健常者にも知って

おいてほしい。ガイドヘルパーが体験した３０のエピソードです。 

 

障害者差別解消法と実務対応がわかる本。 

みずた すすむ。 著。出版は、中央経済社。 

障害者差別解消法とは何か、不当な差別的取扱いとは何をさすのか、合理的配慮の提供とは

どのようなものか、どのような環境整備を企業は求められるのか、などといった障害者差別

解消法の内容と、同法への実務対応をわかりやすく解説しています。 

 

問い合わせ先は、福祉情報センター。 

郵便番号 ８１６、０８０４。 

住所は、春日市原町３丁目１番地７。クローバープラザひがしとう２階。 

電話番号は、０９２、５８４、３３３０。 

ファックス番号は、０９２、５８４、３３１９。 

以上です。 

８頁 

 

障がいのあるひとに配慮した、県広報のご案内。 

県では、県の施策やイベント情報などをお知らせする、かくこ配布広報紙、福岡県だよりの

録音版、点字版や、県の魅力などを掲載したグラフ誌、グラフふくおかの点字版、点字ふく

おかなど、障がいのあるひとに配慮した情報発信を行っています。 

これらの配布を希望する人は、次の申込さきまでご連絡ください。 

福岡県だより、録音版。年６回発行。 

形態は、音声ＣＤばん。ＣＤデイジーばん。よみとり専用機が必要です。 

申込先は、福岡点字図書館。 

電話番号０９２、５８４、３５９０。 

ファックス番号は、０９２、５８４、１１０１。 

 

福岡県だより点字ばん。年６回発行。 

点字ふくおか。年４回発行。 

申込先は、福岡県盲人協会。 

電話番号は、０９２、９２３、６３３６。 

ファックス番号は、０９２、９２３、６３３９。 

問い合わせ先は、福岡県、県⺠情報広報課、広報係。 

電話番号は、０９２、６４３、３１０２。 

ファックス番号は、０９２、６３２、５３３１。 

 

ほんだなの紹介です。 

福祉情報センターでは、福祉に関する図書、DVD の閲覧、貸出を行っています。 

 

利用時間は、９時から１７時です。 

休館日は、月曜日、祝日の場合は翌日。第４月曜日は除く。 

貸出は、図書・ビデオ・ＤＶＤ。合計１０点までです。 

貸出のさいは、クローバープラザ利用者カードが必要です。 

遠方のかたや、外出が困難なかたのために、配送での貸出返却も行っています。送料実費負

担です。 

貸出期間は、２週間以内です。 

 

 

 

 


